

































　To improve the information environment at Shizuoka University of Art and Culture, we have analyzed factors that were 
difficult to use for students and examined measures. First of all, in order to clarify the current problem, we conducted 
a questionnaire survey on the Web for all 1450 students. There were 103 student answers, and the information 
environment and the system situation which students were hard to use became clear. Next, from the viewpoint of 
interface design, we used protocol analysis to evaluate the usability of the environment where students feel unfriendly. 
Imposed tasks of 22 students on the equipment’s operation, they told what they were thinking during the operation and 
recorded the operating behavior in video and analyzed. A blind spot was discovered that was not found in the former 
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ことが判明した。システム更新に投資する以前に、新学期
のガイダンスやメディアステーションのカウンターにおい
て利用方法のアドバイスを行えば、かなりの不満が解消さ
れるものと推察される。
（2）スマートフォン利用を前提とするシステム構成
　スマートデバイスの活用調査研究[5]でも指摘されている
が、我々が想像した以上にスマートフォンの使用が急増し
ており、学生にとって必要不可欠な情報検索ツールになっ
ている。本学で使用している「WisePoint」や「Active!
Mail」は多くの大学で使用実績のあるツールであるが、
パソコンベースで制作されたソフトウエアであるため、急
激なスマートフォンの普及に対応できているとは言い難い。
今後、タブレットPCがどこまで教育現場で普及するのか
予測は難しいが、学生がスマートデバイスを使用すること
を前提に情報環境を構成する必要がある。
（3）環境改善のための学生への定期的ヒアリング
　例えば、授業情報を発信する教員の見るパソコン画面
と、受信する学生のスマートフォン画面は異なっているが、
プロトコル解析を実施するまで、学生の画面がいかに見
にくいのか知らなかった。スマートフォンでも、Android
とiPhoneとの画面の見え方の違いも想像がつかなかった。
定期的にヒアリングを行い、学生の使い方が理解できれば、
教員側も情報の伝え方の工夫することができる。また、学
生の不満や要望についても、教職員が工夫すれば解消でき
ることなのか、システムを改善しなければ解消できないも
のなのかを判断することができる。
５．まとめ
　本研究では、学内の情報環境の使いやすさについて、学
生を対象に調査検討を行った。得られた結果は以下に要約
される。
（1）学内の情報環境の現状の課題を明らかにするため、
学生全員にWebによるアンケート調査を実施した。
103名の回答から、学生にとって使いにくい情報環
境や機器が明らかになった。
（2）プロトコル解析を用いて、学生が使いにくさを感じ
る学内環境の実験分析を行った。学生22名に機器
操作の課題を課して、その操作行動をビデオで収
録・分析を行った。情報機器の適切な操作方法の周
知が足りないことが明らかになった。
本研究は、平成28年度静岡文化芸術大学特別研究「学内
情報環境の使いやすさの簡易評価手法の検討」の研究報告
であり、ITプロジェクトのメンバー、および関係者に謝意
を表する。
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